
第８２回バリアフリー推進勉強会

公共交通機関をはじめとする交通分野のバリアフリー化の水準をさらに高めていくためには、
“障害の社会モデル”の考え方に基づき、環境にあるバリアを取り除くための整備や人による
適切な調整を行うことが求められています。2026年度から5年間の整備目標を定めた「第4次バ
リアフリー整備目標」において「障害の社会モデルの理解度」という指標が新たに加わった中
で、“障害の社会モデル”という言葉だけでなく、この考え方の本質をいかに広めていくこと
ができるかは今後の重要な課題のひとつです。
本勉強会では『「社会モデルで考える」ためのレッスン』の著者である松波めぐみさんや登壇

者の皆さんと一緒に“障害の社会モデル”の考え方をどのように伝えていくかを考えます。

日 時 2026年 12月 11日（金）13:00～15:00

会 場
産業技術総合研究所
臨海副都心センター別館 11 階会議室
［所在地］東京都江東区青海2-4-7 ※別館１階で受付

参加方法 現地参加 ・ オンライン（Zoomウェビナー）

※右のＱＲコードから事前申込みをお願いします。

開会挨拶１３:００

【講演】障害の社会モデルの視点で考えるために必要なこと

松波 めぐみさん 大阪公立大学・京都精華大学 非常勤講師

１３:０５

【話題提供】外見上分かりにくい特性からみた「社会的障壁」とは

尾下 葉子さん NPO法人大阪難病連 事務局長、POKAPOKA（線維筋痛症・慢性疼痛患者会）

１４:００

【コメント・話題提供】障害の社会モデルの考え方を広げていくためには

小山 聡子さん 東京家政大学 人文学部教育福祉学科 教授

１４:２０

質疑応答・意見交換 【１５:００ 閉会】１４:４０

●プログラム（予定）

申込締切：12月4日（金）

【バリアフリー推進勉強会ウェブサイト】 https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/benkyo/benkyo_top.html

第８３回勉強会も
同日開催！

標準案内用図記号の今後のあり方を検討する

お申込みはこちら

（公財）交通エコロジー・モビリティ財団 企画調査部

バリアフリー推進グループ bari_info@ecomo.or.jp
お問合せ

参加無料

文字通訳あり

https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/benkyo/benkyo_top.html
mailto:bari_info@ecomo.or.jp

